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ヒブワクチンの早期定期予防接種化を求める意見書意見書意見書 意見書 

ヒブワクチンは、インフルエンザ菌ｂ型（Ｈｉｂ）

による乳幼児の細菌性髄膜炎の感染症に対する予防効

果が期待できるものであり、現在百カ国以上ですでに

利用されている。

細菌性髄膜炎は、抗生物質による治療にもかかわらず、

約５％の子ども達が死亡し、15％から20％の子ども達

に後遺症が、残ってしまう恐ろしい病気である。日本

では、細菌性髄膜炎の3人に２人はヒブが原因で起こ

っており、その患者数は、日本外来小児学会によると

５歳までの子どもで全国に少なくても年間600人以上

に上る。

近年では、抗生物質に対するヒブの耐性化が進み、

難治化する傾向にある。又ヒブは飛沫感染することから、

保育園や幼稚園など集団生活機会の増加により、子ど

もたちが集団感染するおそれがある。そのため、罹患

前の予防が非常に有効であり、ワクチンを定期予防接

種化した国々では、発症率が大幅に減少し、ＷＨＯも

1998年にヒブワクチンの定期接種を勧告している。

我が国においては、ヒブワクチンが、2007年１月に承

認されたが、任意接種のため患者の費用負担が多くワ

クチンの導入には、今だに高い壁がある。ヒブワクチ

ンは、国内の細菌性髄膜炎の多くを防ぐことが期待で

きるとともに、医療費の削減に貢献する度合いが極め

て高いことから、細菌性髄膜炎の予防に関する早期定

期予防接種化が急がれる。

よって、国におかれては、速やかに細菌性髄膜炎を予

防接種法による定期接種対象疾患（一類疾病）に位置

づけることを、強く希望する。

以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出

する。
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北朝鮮の核実験に抗議する決議決議書決議書 決議書 

北朝鮮政府は５月25日核実験を強行した。それは、北朝鮮に対して「いかなる核実験または弾

道ミサイルの発射もこれ以上実施しないこと」を要求した国連安保理決議1718（2006年10月14日）

や北朝鮮が「一切の核兵器及び現在の核計画を放棄」すると合意した六カ国協議共同声明（2005

年９月19日）にも明確に違反する暴挙である。

今日、世界の中で核兵器廃絶に向かう新たな機運が生まれつつある。このときに行われた今回

の核実験は、そうした動きに対する乱暴な挑戦であり、北東アジアの平和と安定への重大な逆流

である。

わが国は世界で唯一の被爆国であり、多くの町民が核兵器の廃絶を願っている。

よって広陵町議会は、北朝鮮の行動に対し厳しく抗議する。また、北朝鮮政府に対し、これ以

上の核実験を厳に慎むこと、核兵器及び核兵器開発計画を放棄すること、無条件で六カ国協議に

復帰することを強く求める。

以上、決議する。
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